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自
治
労
第
1
5
8
回
中
央
委
員
会

2
0
2
0
春
闘
方
針
を
確
立

主な記事
2面 連合東京豪雨災害支援ボランティア

丹南市民自治研センター視察ほか
3面 都本部2019組織集会

東京における公契約条例の取り組みと課題ほか
4面 都本部女性部・青年部反戦・平和フィールドワーク

都本部2020新春旗開き／新入職員紹介ほか

企 画 総 務 局

すべての労働者の「底上げ」「底支え」「格差是正」を
都本部2020春闘方針（案）提起

自治労は、春闘期に政府・自治体および雇用主に
対し要求書を提出し、1年の賃金・労働条件闘争を
スタートさせます。たたかいの節々にはストライキ
を含む産別統一行動を配置していきます。
批准投票は、年間を通じて一波につき2時間を上
限とするストライキを含む闘争指令権を中央闘争委
員会に委譲することについて、組合員の承認を求め
るもので、ストライキを行うための投票ではありま
せん。
公共サービスを再構築するとともに、自治労産別
全体として、たたかう決意を内外に示すため、圧倒的
な高率でストライキ批准投票を成功させましょう。

春
闘
方
針（
案
）で
は
、
こ
の

間
、民
間
実
態
や
国
・
他
の
団
体

と
の
均
衡
を
逸
脱
す
る
不
当
な

勧
告
に
よ
り
、
月
例
給
が
据
え

置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

京
圏
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
、

生
活
改
善
に
つ
な
が
る
賃
金
水

準
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
と
し
、

2
％
以
上
の
賃
上
げ
要
求
を
掲

げ
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
体
の
会
計
年
度

任
用
職
員
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

従
事
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
・

パ
ー
ト
労
働
者
の
雇
用
安
定
・

処
遇
改
善
を
強
力
に
進
め
る
と

し
、
常
勤
職
員
と
の
不
合
理
な

格
差
を
是
正
し
、
均
衡
を
基
本

と
し
た
賃
金
・
労
働
条
件
の
確

立
を
め
ざ
す
。そ
し
て
、地
域
公

共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
に
対
す
る

自
治
体
最
低
賃
金
の
確
立
を
要

求
し
、
時
給
1
、
1
3
0
円
以

上
を
要
求
額
と
し
た
。

さ
ら
に
、
長
時
間
労
働
の
縮

減
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
は

じ
め
と
し
た
働
き
方
改
革
関
連

法
へ
の
対
応
、
業
務
量
に
見
合

う
必
要
人
員
の
確
保
、
労
働
施

策
総
合
推
進
法
の
改
正
に
よ
り

事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措

置
、
公
務
員
の
定
年
の
引
き
上

げ
な
ど
を
重
要
課
題
と
し
て
掲

げ
て
い
る
。

ま
た
、今
年
の
方
針（
案
）で

は
、
賃
金
・
労
働
条
件
や
職
場

の
環
境
改
善
に
関
わ
る
要
求
に

加
え
、
自
治
体
政
策
に
対
す
る

要
求
も
盛
り
込
む
こ
と
と
し
て

い
る
。
都
本
部
は
重
点
政
策
と

し
て
、「
防
災
・
減
災
」「
公
正

労
働
基
準
の
確
立
／
公
契
約
条

例
」「
人
権
政
策（
人
権
尊
重
・

差
別
解
消
）」「
男
女
平
等
社
会

の
実
現
」
を
挙
げ
、
自
治
体
政

策
へ
の
反
映
を
求
め
て
い
く
。

こ
う
し
た
要
求
課
題
の
ほ

か
、
運
動
の
基
盤
で
あ
る
組
合

員
の
様
々
な
課
題
に
対
す
る
声

を
拾
い
上
げ
る
行
動
を
す
べ
て

の
単
組
で
取
り
組
も
う
と
提
起

し
た
。
具
体
的
に
は
、
職
場
単

位
の
意
見
交
換
や
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を
通
じ
、
単
組

ご
と
に
異
な
る
職
場
実
態
を
踏

ま
え
た
単
組
独
自
要
求
書
の
提

出
を
進
め
よ
う
と
提
起
し
て
い

る
。都

本
部
の
春
闘
交
渉
は
、
2

月
21
日
（
金
）
を
要
求
書
提
出

基
準
日
と
し
、
3
月
6
日（
金
）

ま
で
に
回
答
を
引
き
出
し
、
3

月
13
日
（
金
）
を
統
一
行
動
日

と
し
な
が
ら
要
求
に
対
す
る
回

答
引
き
出
し
を
進
め
て
い
く
予

定
だ
。

都
本
部
は
1
月
20
日
、
第
10
回
単
組
代
表
委
員
会
を
開
催
し
、
都
本
部
2
0
2
0
春
闘
方
針

（
案
）を
提
起
し
た
。
2
0
2
0
春
闘
で
は
、
連
合
や
自
治
労
の
春
闘
方
針
を
踏
ま
え
、す
べ
て

の
労
働
者
の「
底
上
げ
」「
底
支
え
」「
格
差
是
正
」を
た
た
か
い
の
基
調
に
据
え
た
。

提
案
し
た
2
0
2
0
春
闘
方
針
（
案
）
は
、
春
闘
討
論
集
会
（
2
／
1
）
で
の
議
論
を
経
て
、

2
月
10
日
の
単
組
代
表
委
員
会
で
決
定
す
る
。

▲自治労は昨年12月12日から13日にかけて春闘中央討
論集会を開催し、方針討議を行った

自治労ストライキ批准投票用紙

賛否の表示に◯を！

≪都本部2020春闘方針（案）重点課題≫
①生活向上のための賃金改善
②会計年度任用職員の安定雇用と賃金・
労働条件改善
③高齢期雇用制度の充実
④人事評価制度に対する取り組み
⑤業務量に見合う必要な人員配置・人員
確保
⑥労働時間の短縮と安心して働ける職場
づくり
⑦ワーク・ライフ・バランスの実現
⑧男女平等職場の実現
⑨組織強化の取り組み
⑩安心して暮らし続けられる地域づくり
とサービスを担う労働者の処遇改善
⑪地域公共サービスを担う公共民間労働
者の処遇改善
⑫政策的課題の解決にむけた取り組み

自
治
労
は
1
月
30
日
〜
31
日

に
か
け
て
千
葉
県
市
川
市
で
第

1
5
8
回
中
央
委
員
会
を
開

催
。
自
治
労
2
0
2
0
春
闘
方

針
（
案
）
や
当
面
の
闘
争
方
針

（
案
）
が
提
起
さ
れ
、
活
発
な

討
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
自
治
労
本
部

川
本
委
員
長
は
、「
政
府
が
示

し
た
成
長
率
ほ
ど
、
現
在
の
日

本
経
済
の
状
況
は
決
し
て
明
る

く
な
い
。
2
0
2
0
春
闘
は
厳

し
い
た
た
か
い
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
人
事
院
は
6
年

連
続
で
月
例
給
・
一
時
金
の
引

き
上
げ
を
勧
告
し
た
が
、
今
春

闘
の
結
果
次
第
で
は
厳
し
く
な

る
。
要
求
―
交
渉
―
妥
結
の
サ

イ
ク
ル
を
し
っ
か
り
確
立
し
、

力
強
く
春
闘
交
渉
を
進
め
よ

う
」
と
訴
え
た
。

討
論
で
座
光
寺
委
員
長
が
都

本
部
を
代
表
し
て
発
言
。
座
光

寺
委
員
長
は
、
昨
年
の
台
風
災

害
の
教
訓
、
平
時
か
ら
の
備
え

と
地
域
を
熟
知
し
た
現
場
力
の

強
化
に
む
け
て
、
現
業
職
の
採

用
を
強
力
に
進
め
る
た
め
現
業

・
公
企
統
一
闘
争
の
強
化
を
訴

え
た
。
ま
た
、
国
家
公
務
員
の

特
殊
勤
務
手
当
と
し
て
支
給
さ

れ
て
い
る
「
災
害
応
急
作
業
等

手
当
」
を
制
度
化
し
、「
職
の

確
立
」
を
め
ざ
す
運
動
の
強
化

を
本
部
へ
要
請
し
た
。

ま
た
、
東
京
国
保
労
組
の
陳

野
中
央
委
員
が
、
自
治
労
国
保

労
組
協
議
会
の
立
場
で
発
言
。

審
査
支
払
機
関
で
あ
る
支
払
基

金
に
対
す
る
改
革
に
よ
り
国
保

連
合
会
や
国
民
皆
保
険
制
度
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
発
言
し

た
。
支
払
基
金
と
の
組
織
統
合

へ
と
課
題
が
波
及
し
た
場
合
、

シ
ス
テ
ム
改
修
に
膨
大
な
費
用

と
業
務
量
が
必
要
に
な
る
こ
と

を
懸
念
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
は
分
権
・
自
治
の
理
念
を
踏

ま
え
、
保
険
者
で
あ
る
自
治
体

の
意
向
が
尊
重
さ
れ
、
自
治
体

が
担
う
保
険
者
事
務
の
運
営
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
検
討
さ

れ
る
べ
き
と
訴
え
た
。

▲都本部を代表して発言する座光寺委員長（右）と陳野中央委員（左）

こ
こ
5
年
程
ボ
ウ

リ
ン
グ
の
大
会
で

全
国
各
地
に
行
か

せ
て
も
ら
っ
て
い

る
が
、
利
用
者
の

減
少
で
閉
館
す
る

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
相
次
い
で

い
る
。
プ
ロ
の
大
会
も
ス
ポ

ン
サ
ー
不
足
で
年
々
減
少

し
、
親
し
い
プ
ロ
た
ち
も
競

技
だ
け
で
は
生
活
で
き
て
い

な
い
。
60
年
代
の
ブ
ー
ム
以

降
の
衰
退
を
レ
ジ
ャ
ー
白
書

で
は
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
と

評
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て

そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。
既
存

客
へ
の
新
た
な
仕
掛
け
と
新

た
な
層
の
掘
り
起
こ
し
を
怠

っ
て
き
た
結
果
に
も
思
え
る

▼
見
方
を
変
え
る
と
こ
の
図

式
は
労
働
組
合
に
似
て
い
る

よ
う
な
気
も
す
る
。
幸
い
に

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
一
昨
年
か
ら

歌
手
の
桑
田
佳
祐
さ
ん
が
プ

ロ
ア
マ
合
同
の
大
会
を
主
催

す
る
等
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
に

魅
力
を
発
信
し
続
け
て
お

り
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
客

足
は
戻
っ
て
き
て
い
る
▼
カ

リ
ス
マ
の
出
現
で
復
権
と
い

う
の
は
特
異
な
例
で
は
あ
る

が
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
手

法
が
復
権
へ
の
一
里
塚
と
な

る
事
案
と
し
て
労
働
組
合
も

参
考
に
で
き
る
要
素
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
こ

と
を
感
じ
な
が
ら
桑
田
佳
祐

さ
ん
主
催
の
大
会
に
出
場
し

て
き
ま
す
。

（
西
岡
）

東奔西走

投票
期間 2月3日（月）～2月13日（木）

全員の投票で
スト批准投票の成功を‼

◆
賛
成
の
人
は
○
、反
対
の
人
は
×
を
記
入
し
ま
す
。

◆
○
×
の
な
い
も
の
は
無
効
で
す
。

○

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1308号（１）２０２０年２月１日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）



東京都支部

※年払掛金は2020年４月発効契約から1,100円になる予定です。

2020年4月から東京都内では自転車保険加入が義務化されます

都
本
部
は
、
昨
年
10
月
の
台

風
に
よ
る
豪
雨
災
害
の
支
援
と

し
て
、
連
合
東
京
の
災
害
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
。

連
合
東
京
は
、
11
月
か
ら
毎
週

土
曜
日
を
活
動
日
と
し
、
5
週

に
わ
た
り
福
島
県
い
わ
き
市
へ

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

を
行
っ
た
。
都
本
部
は
、
第
3

陣
か
ら
第
5
陣
に
か
け
て
、
10

名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
参

加
。
さ
ら
に
、
連
合
東
京
Ｖ
Ｓ

Ｃ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
多
く
の
都
本
部
組
合
員
が

参
加
し
た
。

活
動
場
所
の
福
島
県
い
わ
き

市
は
、
多
数
の
床
上
浸
水
が
あ

り
、
長
期
間
、
被
災
者
支
援
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域

だ
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
い

わ
き
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
受
付
し
、
活
動
場
所

の
指
示
を
受
け
、
い
わ
き
市
北

部
の
夏
井
川
周
辺
で
活
動
し

た
。
具
体
的
な
活
動
は
、
川
の

氾
濫
に
よ
り
水
に
浸
か
っ
て
し

ま
っ
た
家
財
や
電
化
製
品
、
畳

の
搬
出
、
自
宅
や
周
辺
に
溜
ま

っ
て
い
る
泥
の
か
き
出
し
な

ど
。
ま
た
、
活
動
の
合
間
に

は
、
家
主
さ
ん
か
ら
被
災
時
の

状
況
や
現
在
に
至
る
ま
で
の
苦

労
な
ど
、
様
々
な
お
話
を
う
か

が
い
、
会
話
を
通
じ
て
被
災
者

に
寄
り
添
う
活
動
も
重
要
だ
と

感
じ
た
。

世
界
的
な
気
候
変
動
、
異
常

気
象
の
影
響
か
ら
、
毎
年
、
大

規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で

い
る
。
そ
の
頻
度
は
も
は
や

「
想
定
外
」
と
は
言
え
な
い
状

況
だ
。
自
治
体
と
自
治
体
職
員

に
と
っ
て
、
大
規
模
災
害
時
に

お
い
て
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、

加
え
て
、
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
、「
助
け
合

い
」
の
重
要
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
。

い
わ
き
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
も
長
期
に
わ
た
る
活

動
を
見
込
ん
で
い
る
。
都
本
部

と
し
て
も
、
早
期
の
復
旧
・
復

興
に
む
け
て
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
。

（
都
本
部
書
記
長

石
井
利
明
）

早
期
の
復
旧
・
復
興
を
め
ざ
し
て

連
合
東
京
豪
雨
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

▲土嚢を作るボランティアの皆さん

「市民自治」を基本に
自治研活動の推進へ

丹南市民自治研センター視察から学ぶ

三
日
間
に
わ
た
る
精
力
的
か

つ
充
実
し
た
視
察
行
程
で
あ
っ

た
。
12
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で

の
日
程
で
、
福
井
県
丹
南
地
域

（
越
前
市
、
鯖
江
市
、
池
田

町
、
越
前
町
、
南
越
前
町
）
の

「
丹
南
市
民
自
治
研
セ
ン
タ

ー
」
の
取
り
組
み
を
視
察
・
交

流
す
る
機
会
を
得
た
。
長
年
に

わ
た
っ
て
「
市
民
自
治
」
を
基

本
と
し
て
自
治
研
活
動
を
取
り

組
ん
で
き
た
丹
南
市
民
自
治
研

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
、
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
が
参
考
に
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。

視
察
初
日
に
訪
問
し
た
児
童

養
護
施
設
「
一
陽
」
は
、
市
立

養
護
施
設
の
委
託
提
案
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
当
事
者
主
義
の

視
点
と
市
民
自
治
活
動
の
重
要

性
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
行
政
機

構
か
ら
独
立
し
た
「
社
会
福
祉

法
人
・
自
立
支
援
協
会
」
を
設

立
、
当
事
者
主
義
を
貫
い
た
小

舎
制
の
施
設
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
法
人
創
設
に
向
け
て
労
組

が
主
体
と
な
り
、
議
員
や
市
民

と
と
も
に
資
金
集
め
に
奔
走
し

た
経
緯
に
は
心
か
ら
敬
服
し
た
。

ま
た
、
県
内
で
初
め
て
外
国

籍
を
持
つ
事
務
職
員
を
採
用
し

た
越
前
市
で
は
、
元
労
組
委
員

長
の
市
民
福
祉
部
長
が
「
急
速

に
変
容
す
る
地
域
社
会
の
多
様

性
を
公
務
組
織
に
反
映
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
話

さ
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

地
域
に
働
き
か
け
る
こ
と
の

で
き
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ

る
公
務
労
働
者
と
し
て
、
職
場

の
仲
間
や
地
域
住
民
と
連
携
し

て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

す
市
民
自
治
研
活
動
の
推
進

は
、
自
身
の
仕
事
が
市
民
生
活

や
ま
ち
の
未
来
に
直
結
す
る
と

い
う
「
や
り
が
い
」
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

東
京
に
お
け
る
自
治
研
活
動

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
視

察
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
丹

南
市
民
自
治
研
セ
ン
タ
ー
の
皆

さ
ん
へ
の
お
礼
に
代
え
た
い
。

▲児童養護施設『一陽』の橋本所長（自治労社会福祉評議会議長）から説明を受けた

いわき市災害ボランティア行程
【金曜日】19：00 連合東京（田町）をバスにて出発。

22：30 いわき市到着。市内ホテルに宿泊。
【土曜日】8：00 ホテルを出発。

8：30 ボランティアセンターで受付し、活動場所へ移動。
10：00 参加者は自己紹介し、グループに分かれ活動開始。
15：00 活動終了。
16：00 いわき市を出発。日帰り温泉立寄。
21：00 連合東京（田町）に到着。

都
本
部
社
会
福
祉
評
議
会
と

地
域
福
祉
ユ
ニ
オ
ン
東
京
は
昨

年
12
月
16
日
、
共
催
で
「
2
0

1
9
介
護
福
祉
学
習
会
〜
こ
れ

か
ら
の
介
護
保
険
は
ど
う
な
る

の
か
？
〜
」
を
開
催
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
今
年
の
介
護

保
険
法
改
正
法
案
作
成
に
む
け

て
、
と
り
ま
と
め
作
業
を
進
め

て
い
る
。
自
己
負
担
増
、
要
介

護
1
・
2
を
介
護
保
険
か
ら
外

す
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
な
ど

が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ

ら
は
見
送
ら
れ
た
。
し
か
し
介

護
サ
ー
ビ
ス
抑
制
、
給
付
削
減

と
負
担
増
の
見
直
し
の
動
き
は

止
ま
ら
な
い
。

講
師
の
鏡
諭
教
授
（
淑
徳

大
）
は
「
財
政
審
主
導
の
給
付

見
直
し
、
負
担
増
、
サ
ー
ビ
ス

抑
制
。
事
業
所
の
経
営
安
定
確

保
の
た
め
に
特
定
処
遇
改
善
加

算
か
ら
基
本
報
酬
引
き
上
げ
が

必
要
。
現
場
か
ら
ど
う
声
を
あ

げ
て
い
く
か
」
と
問
題
提
起
。

介
護
関
係
職
種
の
有
効
求
人

倍
率
が
昨
年
度
で
3
・
95
倍
と

な
る
な
ど
、
介
護
人
材
不
足
の

状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
、
多
様
な
人
材
の
参
入
・
活

躍
の
促
進
、
働
き
や
す
い
環
境

の
整
備
、
介
護
の
魅
力
向
上
、

外
国
人
材
の
受
入
れ
環
境
整
備

の
取
り
組
み
を
一
層
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

何
よ
り
も
抜
本
的
な
処
遇
改
善

の
た
め
に
、
処
遇
改
善
交
付
金

の
積
み
上
げ
に
よ
る
弥
縫
策
な

ど
で
は
な
く
、
介
護
労
働
者
の

賃
金
を
全
労
働
者
の
平
均
賃
金

水
準
に
引
き
上
げ
る
「
公
定
価

格
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の

た
め
の
介
護
報
酬
額
を
引
き
上

げ
る
制
度
づ
く
り
が
重
要
だ
。▲「現場からどう声をあげていくか」と問題提起する鏡諭教授

介護保険法改正にむけ学習会

問われる介護職員の処遇改善

第1308号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）２０２０年２月１日
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▲昨年12月の組織集会第2分科会では公契約の全国状況と課題を共有した

都
本
部
は
昨
年
12
月
21
日
、

連
合
会
館
で
「
2
0
1
9
組
織

集
会
」
を
開
催
、
48
単
組
1
3

7
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
座
光
寺

委
員
長
は
「
国
の
法
改
正
や
自

治
体
条
例
に
対
し
て
も
自
治
体

職
場
と
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
職

場
か
ら
組
合
の
課
題
と
し
て
取

り
上
げ
、
組
織
強
化
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
」
と
提
起
。

毛
利
副
委
員
長
は
「
新
規
採

用
職
員
の
組
合
加
入
促
進
は
自

治
体
単
組
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
。
都
本
部
は
2
月
7
日
に
新

規
採
用
職
員
対
策
会
議
を
開
催

す
る
。
加
入
推
進
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
単
組
は
そ
の
原
因
を

し
っ
か
り
分
析
し
対
策
を
す
す

め
て
い
こ
う
。
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
の
取
り
組
み

と
組
織
化
を
一
体
の
も
の
と
し

て
取
り
組
も
う
。
現
業
統
一
闘

争
、
公
共
民
間
委
託
労
働
者
の

組
織
化
に
む
け
て
課
題
を
共
有

し
て
い
こ
う
」
な
ど
の
基
調
提

起
を
し
た
。

「
今
問
わ
れ
て
い
る
労
働
組

合
の
存
在
意
義
と
役
割
〜
労
働

組
合
の
再
生
・
発
展
を
め
ざ
し

て
〜
」
と
題
し
た
講
演
で
宮
里

邦
雄
弁
護
士
（
自
治
労
顧
問
弁

護
士
、
元
労
働
弁
護
団
会
長
）

は
、「
労
働
組
合
の
原
点
を
見

つ
め
直
し
、
組
織
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
現
状

を
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
問
題
提
起
。「
戦
前
の

労
働
運
動
が
解
体
さ
れ
る
中
で

戦
後
の
憲
法
が
成
立
し
た
。
戦

後
労
働
運
動
と
憲
法
9
条
は
密

接
な
関
係
が
あ
り
、
平
和
が
あ

る
か
ら
労
働
運
動
が
で
き
る
。

一
人
一
人
の
労
働
者
が
弱
い
ま

ま
団
結
し
て
い
れ
ば
強
く
な
ら

な
い
。
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の

権
利
意
識
を
鍛
え
て
自
立
し
た

労
働
者
に
な
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
訴
え
た
。

全
体
集
会
で
は
不
当
解
雇
撤

回
と
現
職
復
帰
を
求
め
て
た
た

か
う
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
裁
判
闘

争
団
」
か
ら
、
闘
争
報
告
と
裁

判
闘
争
支
援
要
請
が
あ
り
、
都

本
部
を
代
表
し
て
座
光
寺
委
員

長
か
ら
闘
争
団
に
連
帯
カ
ン
パ

を
手
渡
し
た
。

午
後
は
①
次
代
の
担
い
手
づ

く
り
と
単
組
の
組
織
強
化
、
②

制
度
・
政
策
闘
争
（
自
治
研
）

を
通
し
て
の
組
織
強
化
、
入
札

制
度
（
公
契
約
・
指
定
管
理
者

制
度
）、③
臨
時
・
非
常
勤
職
員

と
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
委
託
労

働
者
の
組
織
化
の
3
つ
の
テ
ー

マ
で
分
科
会
討
議
を
行
っ
た
。

労
働
法
改
正
を
職
場
か
ら
取
り
上
げ

組
織
強
化
・
拡
大
の
点
検
を

▲問題提起する宮里邦雄弁護士

地
方
自
治
法
に
は
、
自
治
体

は
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
基
本

と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
る
。
自
治
体
の
姿
勢
如

何
で
、
住
民
の
生
活
や
労
働
者

の
処
遇
が
困
難
に
陥
る
こ
と
な

ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ

が
、
現
実
に
は
そ
う
し
た
こ
と

が
起
き
て
い
て
、「
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
」
と
い
う
言
葉
が
社

会
的
に
も
定
着
し
て
久
し
い
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
・

世
帯
数
の
減
少
、
地
域
間
格
差

の
拡
大
、
自
治
体
財
政
の
窮

迫
、
行
財
政
改
革
や
規
制
緩
和

の
も
と
で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は

民
間
事
業
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
成
立
す
る
。
し
か

し
、
多
く
の
自
治
体
は
、
民
間

委
託
を
安
上
が
り
行
政
の
手
段

と
考
え
、
事
業
者
は
市
場
競
争

の
激
し
さ
ゆ
え
に
、
人
件
費
を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
を

切
り
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
許

さ
ず
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

確
保
す
る
重
要
な
対
応
策
の
一

つ
と
し
て
公
契
約
条
例
は
挙
げ

ら
れ
る
。

東
京
の
制
定
状
況
と

浮
き
上
が
っ
た
課
題

東
京
に
お
い
て
は
、
千
代
田

区
な
ど
6
区
3
市
で
既
に
条
例

が
制
定
さ
れ
、
現
在
検
討
が
進

む
自
治
体
は
、
中
野
区
、
杉
並

区
、
品
川
区
な
ど
で
あ
る
。
条

例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
賃
金

条
項
を
盛
り
込
む
な
ど
実
効
性

が
求
め
ら
れ
る
。

昨
年
12
月
に
開
催
し
た
2
0

1
9
組
織
集
会
の
第
2
分
科
会

で
は
、
地
方
自
治
総
合
研
究
所

の
上
林
陽
治
さ
ん
を
招
き
、
公

契
約
条
例
に
か
か
わ
る
全
国
的

な
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
話
を

伺
っ
た
。
上
林
さ
ん
は
、
総
合

的
・
体
系
的
労
働
政
策
と
し

て
、
良
質
な
事
業
者
の
選
定
と

育
成
、
働
く
人
の
権
益
や
誇
り

を
守
る
下
支
え
の
必
要
性
と
い

っ
た
視
点
を
挙
げ
、
公
契
約
条

例
は
こ
う
し
た
体
系
の
中
の
一

つ
の
パ
ー
ツ
で
あ
り
、
過
大
な

役
割
を
負
わ
せ
る
の
で
は
な

く
、
一
定
の
仕
組
み
を
備
え
な

い
と
機
能
し
な
い
。
行
政
は
あ

ま
り
に
も
、
雇
用
問
題
に
無
頓

着
す
ぎ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

全
国
初
の
公
契
約
条
例
が
千

葉
県
野
田
市
で
制
定
さ
れ
て
10

年
が
経
過
。
労
働
組
合
は
、
労

働
者
が
抱
え
る
諸
問
題
を
解
消

す
る
責
務
が
あ
る
。
公
契
約
条

例
制
定
の
取
り
組
み
は
、
今
後

の
都
本
部
運
動
の
柱
と
な
る
。

東
京
に
お
け
る
公
契
約
条
例

今
後
の
取
り
組
み
と
課
題

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
守
る
重
要
な
役
割

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
東

京
都
支
部
は
都
本
部
と
共
催
で

11
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け
、

2
0
1
9
共
済
集
会
を
開
催
、

20
単
組
49
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
座
光
寺

共
済
推
進
委
員
長
（
都
本
部
委

員
長
）
は
、「
じ
ち
ろ
う
共
済

は
組
合
員
の
助
け
合
い
の
制
度

で
あ
る
と
同
時
に
他
社
の
商
品

と
比
べ
て
有
利
性
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
、
組
合
員
へ
の
推

進
活
動
を
し
っ
か
り
進
め
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

「
共
済
活
動
の
推
進
に
む
け

て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
で
、

自
治
労
共
済
本
部
の
杣
谷
副
本

部
長
は
、「
共
済
推
進
は
組
合

員
の
生
涯
に
わ
た
る
安
心
の
提

供
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
労
働

組
合
の
求
心
力
向
上
に
も
つ
な

が
る
。
自
信
を
も
っ
て
じ
ち
ろ

う
共
済
を
推
進
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

ま
た
、「
楽
し
て
積
み
立
て

を
増
や
す
家
計
管
理
〜
保
障
と

積
み
立
て
の
両
立
〜
」
と
題
し

て
講
演
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
瀬
戸
家
み
の

り
さ
ん
は
、「
共
済
は
自
分
の

生
活
改
善
に
役
立
つ
も
の
と
し

て
ま
ず
は
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
」
と
し
、「
組

合
員
の
じ
ち
ろ
う
共
済
各
制
度

の
利
用
を
進
め
る
た
め
に
、
ま

ず
は
掛
け
金
と
保
障
の
バ
ラ
ン

ス
な
ど
制
度
の
有
利
性
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」
と
指

摘
し
た
。
有
利
な
制
度
を
知
ら

な
い
こ
と
が
原
因
で
利
用
で
き

な
い
組
合
員
を
出
さ
な
い
よ
う

単
組
で
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
閉
会
し
た
。

共済＝組合員の助け合い
まずは制度を知ろう！

2019共済集会

▲共済の有利性と組合員への推進活動を学ぶ参加者

都本部2019
組 織 集 会

都本部の課題都本部の課題

シリーズ①
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ラ
サ
へ
巡
礼
の
旅
に
出
た
妻

と
、
血
の
繋
が
ら
な
い
家
族
の

絆
を
描
い
た
感
動
作
。
チ
ベ
ッ

ト
山
麓
の
村
で
夫
の
ロ
ル
ジ

ェ
、
夫
の
父
と
暮
ら
す
妻
ウ
ォ

マ
。
あ
る
日
、
病
院
か
ら
帰
っ

て
き
た
ウ
ォ
マ
は
、
ロ
ル
ジ
ェ

に
「
五
体
投
地
で
ラ
サ
へ
巡
礼

に
行
く
」
と
伝
え
た
。
突
然
の

話
に
ロ
ル
シ
ェ
は
反
対
す
る

が
、
ウ
ォ
マ
の
決
意
は
変
わ
ら

な
い
。
ロ
ル
ジ
ェ
は
妻
の
ラ
サ

巡
礼
を
受
け
入
れ
る
。

介
護
が
必
要
な
父
親
が
い
る

の
で
、
村
人
に
妻
の
付
き
添
い

を
頼
む
が
、
や
は
り
妻
の
こ
と

が
心
配
で
、
父
を
村
人
に
託

し
、
妻
の
後
を
追
う
夫
。
さ
ら

に
ウ
ォ
マ
の
実
家
に
置
い
て
き

た
前
夫
と
の
息
子
ノ
ル
ウ
も
母

ロ
ル
ジ
ェ
を
追
っ
て
き
て
合
流

す
る
が
、
母
が
自
分
を
置
い
て

再
婚
し
た
た
め
自
分
は
捨
て
ら

れ
た
と
思
い
心
を
閉
ざ
し
て
い

る
。ウ

ォ
マ
は
自
分
が
重
い
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
前
夫
と
の
約
束
を
果
た
そ

う
と
巡
礼
の
旅
に
出
た
の
だ

が
、
と
う
と
う
思
い
を
果
た
せ

ず
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
母
を

追
っ
て
き
た
ノ
ル
ウ
は
、
母
の

そ
の
思
い
を
引
き
継
ご
う
と
、

ロ
ル
ジ
ェ
に
一
緒
に
行
き
た
い

と
告
げ
る
。
お
互
い
の
誤
解
か

ら
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
関
係

の
二
人
だ
が
、
ウ
ォ
マ
の
思
い

を
か
な
え
た
い
と
血
の
つ
な
が

ら
ぬ
父
と
息
子
は
旅
を
続
け

る
。チ

ベ
ッ
ト
高
原
の
圧
倒
的
な

風
景
の
中
で
ラ
サ
へ
の
巡
礼
の

旅
を
続
け
、
約
束
を
果
た
そ
う

と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
描

く
。
二
人
は
あ
る
日
、
母
を
亡

く
し
た
一
頭
の
仔
ロ
バ
と
出
会

い
、
と
も
に
聖
地
ラ
サ
へ
と
巡

礼
の
道
を
歩
き
続
け
る
。

悲
し
み
、
後
悔
、
嫉
妬
、
わ

だ
か
ま
り
、
そ
れ
ら
を
超
え
よ

う
と
す
る
夫
と
妻
、
息
子
の
姿

を
通
し
て
、
死
者
と
と
も
に
生

き
る
チ
ベ
ッ
ト
の
祈
り
の
心
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

�2020年2月8日（土）より岩波ホールほか全国順次ロードショー
電話：03－3262－5252

私
は
、
お
世
辞
に
も
読
書
が

好
き
と
言
え
る
人
間
で
は
な
い
。

そ
の
た
め「
私
の
一
冊
」と
い
う

題
材
は
非
常
に
頭
を
悩
ま
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
数
年
前
、

妻
に
勧
め
ら
れ
読
ん
だ
こ
の
本

は
、
改
め
て
読
み
返
し
て
も
す

ば
ら
し
い
と
感
じ
た
作
品
で
あ

っ
た
の
で
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

主
人
公
の
外
村
は
、高
校
時
代

に
板
鳥
と
い
う
ピ
ア
ノ
調
律
師

と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、今

ま
で
興
味
も
持
た
な
か
っ
た
調

律
師
の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と

と
な
る
。調
律
師
と
し
て
の
才
能

が
な
い
こ
と
に
気
付
き
な
が
ら

も
、調
律
師
と
し
て
成
長
す
べ
く

日
々
努
力
を
重
ね
て
い
く
が
、担

当
替
え
や
調
律
当
日
の
キ
ャ
ン

セ
ル
な
ど
が
相
次
ぎ
、そ
の
た
び

に
自
分
自
身
の
才
能
や
実
力
の

無
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
ん
な
葛
藤
の
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
中
、
先
輩
調
律
師
の

柳
か
ら
自
身
の
結
婚
披
露
宴
パ

ー
テ
ィ
で
使
う
ピ
ア
ノ
の
調
律

を
依
頼
さ
れ
る
。

そ
し
て
迎
え
た
パ
ー
テ
ィ
当

日
、
調
律
を
し
て
い
く
中
で
外

村
は
、
才
能
も
実
力
も
何
も
な

い
と
感
じ
て
い
た
自
分
の
中
に

も
、
調
律
師
と
し
て
成
長
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
気
付
く
。

私
が
こ
の
本
の
中
で
最
も
気

に
入
っ
て
い
る
の
が
、「
才
能
と

い
う
言
葉
で
紛
ら
わ
せ
て
は
い

け
な
い
。
あ
き
ら
め
る
口
実
に

使
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
経

験
や
、
訓
練
や
、
努
力
や
、
知

恵
、
機
転
、
根
気
、
そ
し
て
情

熱
。
才
能
が
足
り
な
い
な
ら
、

そ
う
い
う
も
の
で
置
き
換
え
よ

う
。」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。

主
人
公
の
成
長
し
て
い
く
姿

を
通
じ
て
、
才
能
が
な
い
か
ら

と
自
分
自
身
で
選
ん
だ
道
を
簡

単
に
あ
き
ら
め
ず
に
、
努
力
や

情
熱
な
ど
で
乗
り
越
え
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
や
目
標
に
向
か

っ
て
自
ら
行
動
す
る
こ
と
は
、

ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
必
ず
自
分

自
身
の
成
長
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
、
読
者
に
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
す
ば
ら
し
い
作
品
で

あ
る
。
ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

�出身県 東京都
�組合歴 2013年 書記次長

2014年～ 書記長
2017年～ 執行委員長

�趣 味 野球、ゴルフ

『
羊
と
鋼
の
森
』

著
者
：
宮
下

奈
都

や
ま
か
わ

こ
う
い
ち

東
京
都
市
町
村
職
員
共
済
組
合
職
員
労
組

執
行
委
員
長

山
川

耕
一

ⒸⒸGGAARRUUDDAA FFIILLMM シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
巡
礼
の
約
束
』

妻
か
ら
夫
へ
、父
か
ら
息
子
へ
、

受
け
渡
さ
れ
、継
が
れ
て
い
く
巡
礼
の
旅

監
督
：
ソ
ン
タ
ル
ジ
ャ

旧日本軍の研究所跡地に学ぶ
女性部・青年部フィールドワーク

都本部女性部・青年部は、歴史を通じて人権や平和につ
いて考えるため、2010年よりフィールドワークを実施して
いる。昨年12月15日には川崎市多摩区にある陸軍登戸研究
所跡地と資料館の見学に合計49人が参加した。登戸研究所
は、戦前に旧日本軍によって開設され、防諜（スパイ活動
防止）・諜報（スパイ活動）・諜略（破壊・かく乱活動）・
宣伝（人心の誘導）のための秘密戦兵器を研究・開発する
ための施設。この跡地の一部を明治大学が購入し、研究所
施設だった建物を保存活用し、歴史教育・平和教育・科学
教育の発信地とするとともに地域社会との連携の場となっ
ている。見学後は、資料館館長である明治大学山田朗教授
から「歴史認識と徴用工問題」と題した講演を受け、参加
者は、学習を深めると同時に、継続した取り組みの必要性
を再認識した。▲明治大学山田教授の説明に耳を傾ける参加者

都
本
部
新
春
旗
開
き

年
頭
の
決
意
固
め
る

都
本
部
は
1
月
9
日
、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
新
春
旗
開

き
を
開
催
。
各
単
組
代
表
者
、

労
働
団
体
、
国
会
議
員
を
は
じ

め
と
す
る
各
級
議
員
な
ど
、
総

勢
2
1
2
人
が
参
加
し
た
。

座
光
寺
委
員
長
は
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
、
昨
年
4
月
の
統
一

自
治
体
選
挙
と
7
月
の
参
議
院

議
員
選
挙
に
お
け
る
自
治
労
組

織
内「
岸
ま
き
こ
」さ
ん
の
当
選

に
触
れ
、単
組
・
組
合
員
の
皆
様

に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。ま
た
、

2
0
2
0
東
京
大
会
が
迫
る
中
、

連
合
東
京
と
連
携
し
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
成
功
に
む
け
て
取
り

組
む
と
し
、
特
に
、
各
単
組
の

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え
る
取

り
組
み
を
進
め
た
い
と
表
明
し

た
。
さ
ら
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
と
同
一
労
働
同
一
賃

金
が
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
真
の
働
き
方
改

革
を
進
め
る
た
め
、
労
働
組
合

の
原
点
で
あ
る
職
場
環
境
の
改

善
と
生
活
水
準
の
向
上
、
そ
し

て
平
和
な
社
会
を
愚
直
に
追
求

し
て
い
く
決
意
を
述
べ
た
。

1月6日付けで入職し政治政策局に配属となりました
上野滉大（うえのこうだい）と申します。前職はシステ
ムエンジニアという仕事で、日々お客様のパソコンに関
するトラブルや疑問について原因の調査を行い、回答す
る業務を担当しておりました。
もともと大学生の頃から東京の公共サービスに対して
興味があり、自治労東京都本部職員として働くことで公
共サービスの質の向上に携わることができると考え志望
しました。
少しでも早く仕事に慣れ、皆様のお役に立てるように
頑張りたいと思いますのでご指導お 撻のほどよろしく
お願いいたします。

うえ の こう だい

新入職員紹介 政治政策局 上野 滉大

昨年の10月12日以降、台風19号等をはじめとした豪雨災害に対
し、自治労は同年11月1日から各単組・支部・組合員の皆様に「災
害特別カンパ」のお願いをしてきました。
皆様の多大なるご協力により、1，012，864円（1月31日現在）の

カンパが集まりました。
お預かりしたカンパは自治労本部へ送金し、被災地県本部（宮城、

福島、栃木、長野などを中心に被害状況に応じて検討）に支援金と
して支出されます。
皆様のご協力に深く感謝申し上げます。
誠にありがとうございました。

台風19号等による「災害特別カンパ」
ご協力ありがとうございました

（
文
藝
春
秋
）
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